
神
学
博
士
佐
竹

明
氏
の「『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
』

に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

佐
竹

明
氏
は
一
九
六
三
年
に
学
位
請
求
論
文D

ie
G

em
eindeordnung

in

der
Johannesapokalypse

を
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
提
出
（
一
九
六
六
年
に

N
eukirchener

V
erlag

よ
り
出
版
）
し
て
以
来
、
新
約
聖
書
、
と
り
わ
け
「
ヨ
ハ

ネ
の
黙
示
録
」（
以
下
「
黙
示
録
」
と
略
記
）
の
研
究
を
た
ゆ
み
な
く
持
続
し
、

そ
の
成
果
を
日
独
両
語
で
発
表
し
て
き
た
が
、
こ
の
度
、
そ
れ
ら
を
基
礎
に
、

以
下
の
ド
イ
ツ
語
版
一
巻
、
日
本
語
版
三
巻
の
注
解
書
を
公
刊
し
た
。

D
ie

O
ffenbarung

des
Johannes,

V
andenhoeck

&
R

uprecht,
G

öttingen

2008.

『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
』
上
巻
、
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
七
月
。
中
巻
、

二
〇
〇
九
年
八
月
。
下
巻
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

日
本
語
版
は
、
ド
イ
ツ
語
版
の
単
な
る
邦
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
、
ド
イ

ツ
語
版
で
は
原
稿
枚
数
の
制
約
か
ら
書
き
き
れ
な
か
っ
た
注
解
も
加
筆
さ
れ
、

ま
た
ド
イ
ツ
語
版
原
稿
完
成
後
約
二
年
間
の
研
究
成
果
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
国
際
性
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ド
イ
ツ
語
版
を
授
賞
審
査
の
主
た

る
対
象
に
し
た
。

当
注
解
書
は
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
全
世
界
で
最
も
権
威
あ
る
新
約
注
解
双

書K
ritisch-exegetischer

K
om

m
entar

über
das

N
eue

T
estam

ent

の
第
一
六

巻
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
解
書
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
世
紀
以
来
急
速

に
発
展
を
遂
げ
た
批
判
的
・
歴
史
的
方
法
に
も
と
づ
く
聖
書
学
、
と
り
わ
け
新

約
聖
書
学
の
成
果
を
活
か
し
た
注
解
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
著
者
に
は

R
udolf

B
ultm

ann,M
artin

D
ibelius,H

ans
C

onzelm
ann

な
ど
世
界
に
名
だ
た

る
新
約
聖
書
学
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
最
近
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
新
版
が
公

刊
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
著
者
は
当
然
な
が
ら
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の

新
約
学
者
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
ド
イ
ツ
語
圏
以
外
の
著
者
が
二
名
入
っ
て
お

り
（
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
新
約
学
者
各
一
名
）、
こ
の
新
版
の
中

に
こ
の
度
佐
竹
氏
が
東
洋
か
ら
は
じ
め
て
そ
の
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
同
氏
の
学
問
的
成
果
が
す
で
に
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
黙
示
録
」
注
解
書
の
ド
イ
ツ
語
版
は
、
著
者
問
題
、
成
立
場
所
お
よ
び
年

代
、
編
集
意
図
、
成
立
に
至
る
経
緯
、
神
学
思
想
な
ど
、
所
謂
「
緒
論
」

（E
inleitung

）
的
な
諸
問
題
を
扱
っ
た
第
一
部
（
日
本
語
版
で
は
上
巻
）
と
、
テ

キ
ス
ト
の
章
節
に
対
す
る
詳
細
な
本
文
批
判
的
・
文
献
批
判
的
考
察
（「
釈
義
」

A
uslegung

）
を
行
っ
た
第
二
部
（
日
本
語
版
で
は
、
中
、
下
巻
）
か
ら
成
っ
て

一
一



お
り
、
一
九
世
紀
以
来
の
研
究
史
を
批
判
的
に
整
理
し
つ
つ
、
黙
示
録
の
文
学

的
・
思
想
的
性
格
に
つ
い
て
総
合
的
見
地
か
ら
整
合
的
な
展
望
を
示
し
た
意
欲

的
な
作
品
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
通
常
「
注
解
」
に
際
し
て
期
待
さ
れ
る
、
使
用
さ
れ
る
用
語
・

概
念
・
伝
承
素
材
（
主
と
し
て
旧
約
聖
書
か
ら
の
素
材
）
の
解
明
に
力
が
注
が

れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
「
黙
示
録
」
の
著
者
（
ヨ
ハ
ネ
）
自
身
が
そ
れ
ら
を

用
い
て
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

「
黙
示
録
」
全
体
お
よ
び
そ
れ
を
構
成
す
る
各
単
元
の
構
造
の
分
析
が
重
視
さ

れ
、
ま
た
著
者
ヨ
ハ
ネ
が
伝
承
素
材
に
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
た
か
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
の
多
く
の
注
解
者
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

佐
竹
氏
は
そ
れ
を
本
書
で
一
層
徹
底
さ
せ
、
ヨ
ハ
ネ
の
著
作
意
図
を
解
明
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
別
単
元
の
注
解
作
業
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
本
書
で
は
「
黙

示
録
」
の
（
１
）
著
者
の
来
歴
に
つ
い
て
、（
２
）
執
筆
の
社
会
的
背
景
に
つ
い

て
、（
３
）
神
学
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の

知
見
を
越
え
る
見
解
を
提
起
し
て
い
る
。

（
１
）
著
者
は
元
来
ユ
ダ
ヤ
教
の
黙
示
者
で
あ
り
、
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
（
六

六
〜
七
〇
年
）
に
際
し
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
か
ら
小
ア
ジ
ア
に
移
住
し
、
こ
こ
で

キ
リ
ス
ト
教
に
回
心
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
黙
示
者
と
な
っ
た
。
こ
の
一
人
の
著

者
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
時
代
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
回
心
し
た
後
の
時
期
に
か
け
て
記

し
た
複
数
の
文
書
資
料
を
自
ら
編
集
し
て
、「
黙
示
録
」
を
作
り
上
げ
た
。

（
２
）
著
者
が
最
終
的
に
「
黙
示
録
」
を
編
集
し
た
時
代
は
、
皇
帝
ド
ミ
テ
ィ

ア
ヌ
ス
の
治
世
（
八
一
〜
九
六
年
）
末
期
に
当
た
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に

著
者
が
パ
ト
モ
ス
島
か
ら
小
ア
ジ
ア
に
宛
て
て
送
っ
た
「
手
紙
」（「
黙
示
録
」

二－

三
章
）
に
は
、
皇
帝
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
直
接
的
迫
害
の
痕

跡
が
見
出
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
「
手
紙
」
か
ら
推
定
さ
れ
る
の
は
、
当

時
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
社
会
に
順
応
し
て
比
較
的
に
高
い
社
会
的
ス
テ
ー

タ
ス
を
保
持
し
て
い
た
小
ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
、
著

者
お
よ
び
彼
が
創
設
し
た
同
地
の
諸
教
会
に
対
す
る
批
判
的
行
動
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
著
者
の
影
響
下
に
あ
る
諸
教
会
の
黙
示
的
キ
リ
ス
ト
信
仰
に
基
づ
く
社

会
的
非
妥
協
性
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
著
者
は
、
終
末
が
既
に
こ
の

世
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
所
謂
「
現
在
的
終
末
論
」
の
立
場
か
ら

世
俗
と
の
妥
協
に
傾
く
教
会
内
的
勢
力
に
対
し
て
、
終
末
の
将
来
性
を
強
調
す

る
こ
と
に
よ
り
、
来
る
べ
き
神
の
国
に
入
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
倫
理
的
生
活
の

遵
守
を
勧
告
し
て
い
る
。

（
３
）
キ
リ
ス
ト
の
死
を
人
間
の
罪
の
贖
い
と
み
な
す
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
承
を
踏
ま
え
た
、
宛
先
に
対
す
る
著
者
の
挨
拶
の
言
葉
が
「
黙
示
録
」
の
冒

頭
（
一
章
五－

六
節
）
に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
所
謂
「
贖
罪
信
仰
」

が
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
著
者
の
キ
リ
ス
ト
論
・
救
済
論
の
中
心
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
佐
竹
氏
は
、「
黙
示
録
」
に
お
け
る
「
罪
」「
子
羊
の
血
」
等

一
二



の
概
念
の
使
用
例
を
逐
一
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
「
贖
罪
死
」
理
解
は
著
者
に
と
っ
て
中

心
的
意
味
を
も
っ
て
い
な
い
。
彼
に
と
っ
て
救
済
と
は
何
よ
り
も
信
徒
に
対
す

る
外
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
か
ら
の
解
放
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
パ
ウ
ロ
に
お

け
る
ご
と
き
、
人
間
の
内
奥
の
罪
か
ら
の
解
放
の
問
題
は
「
黙
示
録
」
で
は
ほ

と
ん
ど
関
心
外
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
自
ら
の
死
に
よ
っ
て
生
へ
の
道
を
開

き
、
そ
の
こ
と
を
信
徒
に
も
可
能
と
し
た
と
い
う
意
味
で
救
済
者
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
に
対
応
し
て
、
信
徒
が
死
に
至
る
ま
で
キ
リ
ス
ト
に
忠
実
で
あ

る
こ
と
が
救
済
の
た
め
に
不
可
欠
の
前
提
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
日
独
両
語
に
よ
る
浩
瀚
な
注
解
書
に
結
実
し
た
、
佐
竹
氏
の
「
黙
示

録
」
に
関
す
る
歴
史
的
・
批
判
的
研
究
は
、
過
去
の
研
究
遺
産
を
引
き
継
ぐ
も

の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
批
判
的
に
大
き
く
超
え
て
お
り
、
比
類
な
き
学

問
性
と
斬
新
な
問
題
提
起
の
ゆ
え
に
、
本
研
究
を
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
値
す

る
も
の
と
判
定
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
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